
 

 

令和元年度 東北ブロック 事業報告 

 

１．活動テーマ 

  地域に責任を持った活動の強化 

 

２．目的 

保健師活動の可視化に関する情報共有や、キャリアレベルに応じた効果的な人材育成について

学び検討する機会となるよう、ブロック支部長会議及びブロック研修を開催し、専門性の高い

公衆衛生看護活動の強化を図る。 

 

３．実施状況 

 

４．結果・課題 

≪支部長会議≫ 

・ 事前に各県支部の課題や協議議題の提出を依頼・集約したところ、人材育成や支部会員の拡大

や魅力ある会の運営等が共通の課題であった。人材育成の取り組み状況について意見交換をし、

市町村の加入率向上に向けては、リーダー保健師等が集う会議や研修等の機会を通じて、保健

師長会作成のパンフレットを活用し周知していくこと等の意見が出された。 

・ 各県支部における保健師の年齢構成上の課題や組織体制について，課題の共有を図りながら活

発に意見交換が行われた。 

・ 山田副会長から話題提供のあった全国保健師長会の活動については，市町村における統括的役

割の保健師の育成について，機能が発揮されるよう健康局に要望していると話題提供があった。 

≪研修会≫ 

・ 調査研究報告では、西日本豪雨災害後ということもあり、激甚指定された災害被災地の保健師

のグループ・インタビュー等から得られた調査結果に関する参加者の関心が高く、アンケート

回 開催日 場  所 内  容 

1 8月10日（土） 

10:00～11:40 

宮城県仙台市 

 

宮城県医師会館 

地域医療連携支援セ 

ンター 

＜東北ブロック支部長会議＞ 参加者15名 

○各県支部活動状況報告 

○情報交換 

（会員拡大や情報発信、保健師の人材育成、

会員に好評を得た研修等） 

○意見交換 

 ・話題提供者：山田副会長   

・テーマ： 全国保健師長会の活動について 

2 8月10日（土） 

13:00～16:00 

宮城県仙台市 

 

宮城県医師会館 

地域医療連携支援セ 

ンター 

＜東北ブロック研修会＞ 参加者  71名 

１ 全国保健師長会活動報告 

   全国保健師長会 山田副会長 

２ 全国保健師長会活動紹介ｽﾗｲﾄﾞｼｮｰ上映 

３ 調査研究班報告 

「災害時の保健活動の推進 

～マニュアル改訂に向けて～」 

報告者：新潟県村上地域振興局健康福祉部

地域保健課長 相馬 幸恵 氏 

４ 講演・意見交換 

「地域に責任を持った活動の強化と人材育成 

～１０年先を見据えて～」 

 講師 大場 エミ 氏 

 （全国保健師長会第10代会長） 



 

 

結果からも、「自分の自治体のマニュアルを再確認したい」、「災害時の保健活動の振り返りがで

きてよかった」「受援について整理すべき点が理解できた」等の感想が寄せられ、中規模な災害

への対応や被災自治体が活用することに重点を置いた災害時保健活動マニュアル改訂への期

待が感じられた。 

・ 大場エミ氏の講演「地域に責任を持った活動の強化～10年先を見据えて～」では、今の時代の

健康問題を分析できているか、保健師活動の発信力の弱さをどう克服するか（日ごろの業務で

感じてはいるが、分析、発信ができていない）等の話があった。 

・ 研修後のグループワークでは、「保健師活動を見える化する、語れる、発信すること」に加え、

「保健師活動の強みを生かしていく」ことなどが出され、「研修会・事例検討会での質の向上を    

図る」ことや「ＯＢや大学の協力を得ながら地域課題を整理する」「業務のスクラップ＆ビルド」

を図る等の具体策も出された。 

・ また、保健師の活力を生み出すためには、小さなテーマや目標を達成する体験や広く多くの保

健師と接することで、自分の目指す保健師像を持つこと、悩みや苦しみを分かち合う仲間や助

言する先輩がいることが重要との話に、「保健師が元気であること」「これからの保健師の人材

育成へ活用したい」等の感想が寄せられた。 

・ 若手から管理期まで幅広い年齢層の保健師が参加していたが、「保健師の原点を考え、大切にし

たいと思った。」「地域住民の力と資源を活かしながら、保健師が手を離しても動き続ける仕組

みづくり、まちづくりが大切と改めて感じた。」「具体的な事例から参考となるヒントが得られ

た。」等の感想が多数出されており、参加者にとって満足度の高い有意義な研修となった。 

 

５．支部活動の特徴 

・東北ブロックは、エリアが広範囲であるため、支部長会議とブロック研修会を同日開催してい

る。 

・研修会は会員以外の参加を可能とした。 

・研修会後のグループワークでは、なるべく自分と異なる県、市町村の保健師との情報交換がで

きるようなグループ割を心掛けた。 

 

６．委員・支部長 

〇理 事  木 村 ミカナ  宮城県仙台市 健康福祉局保健衛生部健康政策課 

理 事  鈴 木 明 美  秋田県北秋田地域振興局鷹巣阿仁福祉環境部健康・予防課 

青森県  鳥谷部 牧 子  青森県下北地域県民局地域健康福祉部 保健総室 

岩手県  武 田 和 子  岩手県県央保健所 保健課 

宮城県  小 林 浩 子  仙台市青葉区保健福祉センター 

秋田県  佐 藤 真紀子  秋田県山本地域振興局福祉環境部健康・予防課 

山形県  小 松  香   山形県最上保健所地域保健福祉課  

福島県  藁 谷 曜 子  いわき市勿来・田人地区保健福祉センター 

 

 

  


